
 
 

 

 

 

１ 単元のねらい 

  身近な社会資本や公共サービスについて調べる活動を通して，国民生活と福祉の向上を図るために,市場の働きに委ね

ることが困難な諸問題について，国や地方公共団体が果たしている経済的役割について考えることができる。 

  少子高齢社会と社会保障の充実，日本経済の発展と課題など，経済上の諸問題に関心をもち，多面的・多角的

に考察し,その過程や結果を適切に表現することができる。 

  社会資本の整備や社会保障の充実など，財政に関する課題学習において，様々な資料の活用を図り，自分の考え

をまとめ，発表することができる。 

  財政の役割について，財源の確保と配分という観点をもとに,租税の意義と役割や納税の義務を通して理解することが

できる。 

 
 
２ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単
元
の
評
価
規
準 

日本経済の抱える課題を理解すると
共に，社会資本の整備，公害の防止
などの環境保全，社会保障の充実，
消費者の保護，租税の意義と役割及
び国民の納税の義務について理解し，
その知識を身に付けている。 

国や地方公共団体が果たしている役
割や財政の役割について，それに関わる
さまざまな事象から課題を見出し，多面
的・多角的に考察し，その過程や結果
を適切に表現している。 

国や地方公共団体の経済的役割や
財政上の諸課題について意欲的に追究
し，議論やプレゼンテーションなどの学習
活動に積極的に取り組んでいる。 

 

 

●学習改善につなげる評価  ○評定に用いる評価 

 １ ２ ３ ４ 

知識・技能 ●○ ● ●  

思考・判断・表現  ●  ○ 

主体的に学習に 

取り組む態度 
●    

 

 

 

 

 

 

単元名          財政と国民の福祉 
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３ 単元構造図(全４時間) ☆獲得する認識 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元学習前の生徒の意識 
 国や地方公共団体の行政については学習したけれど，財政は自分たちの生活とどのように関わっているのだろう。ま
た，私たちの税金は，どのようなことに使われているのだろう。 

第１時 私たちの生活と財政 【●○知識・技能 ●主体的に学習に取り組む態度】 

 
☆財政 ☆税金 ☆予算 ☆歳入 ☆歳出 ☆国税 ☆地方税 ☆直接税 ☆間接税 ☆消費税 ☆累進課税 

財政に使用される税金は，どのようにして集められているのだろう。 

 財政に使用される税金は，所得税などの直接税や，消費税などの間接税によって集められている。一部の直接税には累進課
税の方法をとるなど，様々な税金を組み合わせることで公平性を保つようにしている。集めた税金はどのように使用されているのだ
ろう。 

第４時 少子高齢化と財政 【○思考・判断・表現】 

 
 

☆介護保険制度 

 少子高齢化が進み，ますます国の税収が減り，社会保障への支出が増えていく。そのために，今後の日本の社会保障が低福祉低負担型か高福祉高負担型のどちらを目指すのかという選択を迫られており，社
会保障の充実と経済成長との両立が大きな課題となっている。 

少子高齢化が進む中で，日本の社会保障の在り方はどうあるべきだろう。 

単元学習後の生徒の意識 
 政府は税金を集め，国民の生活を補助したり，保障したりしていたんだ。こうした国の努力もあって，私たちの生活水
準は向上している。しかし，日本の経済は多くの課題を抱えており，この先，さらによりよい社会をつくり出していくために

第２時 財政の役割と課題  

【●知識・技能 ●思考・判断・表現】 

 
 
 
☆社会資本 ☆公共サービス ☆財政政策 

☆公共投資 ☆公債 ☆国債 ☆地方債 

 

市場経済において，社会資本や公共サービス，社会
保障などの整備をすることで，不当な経済格差をなくし，
国民が安定した生活を送れるようにしている。また，景気
の安定や公正で安全な経済活動をうながす役割も果たし
ている。しかし，公債の額は膨れ上がっており，これから
「小さな政府」「大きな政府」のどちらにしていくか，難しい
選択をせまられている。 

市場経済において，財政にはどのような役割と課題

があるのだろう。 

 

第３時 社会保障の仕組み  

【●知識・技能】 

 
 
 
☆社会保障 ☆社会保険 ☆公的扶助 

☆社会福祉 ☆公衆衛生 

 

社会保障制度は，日本国憲法の生存権の考え方に
基づいて，社会保険，公的扶助，社会福祉，公衆衛
生の四つを基本的な柱として存在している。社会保険
は，誰もが可能性あることへの備えのため，人々がそれ
ぞれ負担し合っているが，公的扶助・社会福祉・公衆衛
生に関しては，全ての国民に健康で安全な生活を送る
権利を保障するため，税金で運営されている。 

日本の社会保障制度はどのような仕組みに

なっているのだろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元指導計画 

時 ねらい 学習活動 評価規準 ◇資料 指導・援助 



１ 

私
た
ち
の
生
活
と
財
政 

政府の経済活動に関

するさまざまな資料を読み

取ることを通して，国民

がよりよく生活ができるよ

うに，様々な方法で税

金が集められ，公正な

負担がなされていることを

理解し，今後の学習に

意欲をもつことができる。 

 

☆財政  

☆税金  

☆予算  

☆歳入  

☆歳出  

☆国税  

☆地方税  

☆消費税  

☆直接税  

☆間接税  

☆累進課税 

１ 日本の１年間の一般会計予算を読み取る。 

・半分以上が税収だけど，３５％も公債金がある。 

・社会保障関係費が３割を占め，一番多い。また，

次にくる借金返済のための国債費も多い。 

・公債金より国債費の割合が低いことから，借金が増

えていくことが読み取れる。 

 
 

２ 税金の種類や集め方について追究する。 

・国税と地方税があり，納税者と担税者が一致する税

を直接税，一致しない税を間接税という。 

・直接税には，所得税をはじめ，相続税，法人税，

自動車税，固定資産税などがある。間接税には，

消費税をはじめ，酒税，揮発油税，たばこ税，入

湯税などがある。 

・所得税は，所得が多くなれば多くなるほど税率が高く

なる累進課税の方法がとられている。 

３ 国民に納税の義務がある理由を，税金の役割に

着目して説明する。 

・政府の収入として公共の為に使われるもので，国民

が公正に分担して納める必要があるから。 

 
 

 

４ 本時のまとめをする。 

税金の種類や納
税の方法には様々
なものがあり，公平
性を保つようにしてい
ることを理解するとと
もに，税金の使用
用途について学習意
欲をもつことができて
いる。（態） 

◇国の一般会計予
算 

 

 
 
 
 
 
◇主な税金 
◇主な国の直接税
と間接税の割合 

◇所得税の累進課
税 

 
・税金が自分の生
活にどのようにか
かわっているのか
考えさせる。 

・納税の義務の理
由についての考え
を書けるようにす
る。 

 

財政に使用される税金は，どのようにして集められて

いるのだろう。 

私たちが納めている税金は，私たちの生活を向上さ
せるためにどのように使用されているのだろう。 
どのように使用されているのだろう。 



財政に使用される税金は，所得税などの直接税や，消費税などの間接税によって集められている。一部の直

接税には累進課税の方法をとるなど，様々な税金を組み合わせることで公平性を保つようにしている。集めた税

金はどのように使用されているのだろう。 

２ 

財
政
の
役
割
と
課
題 

身近にある政府の役
割を読み取ることを通し
て，社会資本の整備や
公共サービスを行っている
ことや財政政策を行って
いることに気付き，財政
の役割と課題について表
現することができる。 

 
☆社会資本  

☆公共サービス  

☆財政政策 

☆公共投資  

☆公債  

☆国債  

☆地方債 

１ 国や地方公共団体が管理・運営している施設の

働きや共通点を交流する。 

・社会資本(インフラ)や公共サービスなど，どれも無くな

ったら困るものばかりだ。 

・利益になるものばかりではなさそうだ。 

 
 

２ 政府の財政政策を知る。 

・景気は，良すぎても悪すぎても私たちの生活を混乱さ
せてしまう可能性があるから，財政政策を行って安
定を図っている。公共事業を増減することで，雇用や
仕事を調整し，税金を増減することで，お金の動き
を調整している。 

・不足分は公債を発行して補っている。 

３ これからの財政についての課題を考える。 

・「大きな政府」で，巨額の公債が残っている。 

４ 本時のまとめをする。 

経済における政府
の役割は，社会資
本の整備や公共サー
ビス，財政政策であ
るが，これからの財
政には課題も残るこ
とを考え，表現して
いる。 
（思・判・表） 

◇私たちの生活と
政府の関係 

・もしも公共施設が
なかったら生活に
どんな影響がある
のかを考える。 

◇金融政策と財政
政策 

◇公債金の割合の

推移 

◇日本の財政の推

移 

・公債の発行の在り

方について考える。 

市場経済において，社会資本や公共サービス，社会保障などの整備をすることで，不当な経済格差

をなくし，国民が安定した生活を送れるようにしている。また，景気の安定や公正で安全な経済活動

をうながす役割も果たしている。しかし，公債の額は膨れ上がっており，これから「小さな政府」「大

きな政府」のどちらにしていくか，難しい選択をせまられている。 

市場経済において，財政にはどのような役割と課題

があるのだろう。 



３ 

社
会
保
障
の
仕
組
み 

 社会保障の基本的な
考え方と仕組みについて
理解することができる。 
 

☆社会保障  

☆社会保険  

☆公的扶助 

☆社会福祉  

☆公衆衛生 

１ 産業革命時のイギリスの様子から，社会保障の

考え方が生まれたことを知る。 

・生活が困難になったとき，個人にかわって国が生活の

保障を行う社会保障がある。 

 
 
 

２ 資料を基に追究する。 

【社会保険】【公的扶助】【社会福祉】【公衆衛生】 

・４つの柱で，手厚く保障されている。 

・持続可能性という観点から，自助・共助・公助の適

切な組み合わせが必要だ。 

・社会保険は，誰もが可能性あることへの備えのため，

人々がそれぞれ負担し合っているんだ。 

・他３つは全ての国民に健康で安全な生活を送る権利

を保障するため，税金で運営されている。 

 

３ 本時のまとめをする 

社会保障の考え
方と仕組みについて
理解し，まとめてい
る。 
（知・技） 

◇１９世紀のイギ
リスでの炭鉱労
働の様子 

・憲法第 25条に 
ある「健康で文化
的な最低限度の
生活」について想
起できるようにす
る。 

◇日本の社会保障
制度の四つの柱 

◇自助・共助・公
助 

 社会保障制度は，日本国憲法の生存権の考え方に基づいて，社会保険，公的扶助，社会福祉，公衆衛

生の四つを基本的な柱として存在している。社会保険は，誰もが可能性あることへの備えのため，人々がそれぞ

れ負担し合っているが，公的扶助・社会福祉・公衆衛生に関しては，全ての国民に健康で安全な生活を送る権

利を保障するため，税金で運営されている。 

 

日本の社会保障制度はどのような仕組みになってい

るのだろう。 



４ 

少
子
高
齢
化
と
財
政 

少子高齢社会が到来
し，今後の社会保障の
あり方について考えること
を通して，日本の社会保
険や社会保障の現状や
諸外国の状況に気付
き，今後の日本の社会
保障が低福祉低負担型
か高福祉高負担型のど
ちらを目指すのかを自分
なりに考え，表現すること
ができる。 
 
☆介護保険制度 

１ 日本の年齢別人口構成を捉える。 

・高齢者の割合が急速に増えている。 

・子どもの割合が減り，労働人口が減っている。 

 
 
 

２ 資料を基に追究する。 

・少子高齢化が進むと，医療費や年金の給付額が増

えていく。 

・労働力人口が減るために，それらをまかなう保険料と

税収が減る。 

 

３ 社会保障のあり方について考える。 

・高福祉高負担の社会の方が，全ての国民が平等に

安心して生活できるのではないか。 

・高齢社会で負担が増えていく今，低福祉低負担の

社会の方が若い世代としては助かると思う。 

 

４ 少子高齢化の進む日本において，社会保障には

どのような課題があるか，収入と支出の両面からまと

める。 

少子高齢社会の
問題点や課題を身
近な生活の事例を
通して考えたり，諸
外国の現状と比較し
たりして考察すること
で，今後の日本の
社会保障が低福祉
低負担型型か高福
祉高負担型のどちら
を目指すか自分なり
に考え，ノートに書く
ことができている。 
（思・判・表） 

 
 

◇日本の人口と 
人口構成の変化 

 
◇社会保障給付費の
推移 

 
 
 
 
 
 
 
◇国民負担率と国民
所得にしめる社会
保障支出の割合 

・「みんなでチャレンジ」
に取り組みなが
ら，本時のまとめを
書く。 

少子高齢化が進み，ますます国の税収が減り，社会保障への支出が増えていく。そのために，今後

の日本の社会保障が低福祉低負担型か高福祉高負担型のどちらを目指すのかという選択を迫られて

おり，社会保障の充実と経済成長との両立が大きな課題となっている。 

 
 

少子高齢化が進む中で，日本の社会保障の在り

方はどうあるべきだろう。 


